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　このたび、南知多町議会議長の要職
に就任させていただくことになりました
こと、身に余る光栄に存じます。
　また、その職責の重大さを痛感してい
る次第であります。
　私は議会の活動において、町民の皆
様にとって有益な政策を策定し、地域社
会の発展に貢献することが、私たち議員
の最大の使命であると日々考えておりま
す。
　私たち議員は、町民の皆様を代表し、
議会での活動において、常に町民の目
線に立ち、公平かつ透明な運営を心が
けると共に、町民の皆様からのご要望や
ご意見についても、真摯に受け止め、対
応してまいります。
　現在の南知多町には、長引くコロナ禍
への対応、廃校の利活用を始めとした
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公共施設の再配置の問題、少子高齢化
による人口減少の問題など、未だ数多く
の課題が山積しております。
　私は議会の活動は、町民と共に築い
ていくものであり、町民の皆様からご協
力・ご理解をいただくことで、より良い地
域社会が実現できると信じております。
私自身も、町民の皆様と協力し、地域の
発展に貢献する議長であり続けること
を、心より誓いたいと思います。
　最後に、町民の皆様に快適・安全な生
活を送っていただくために、今後も私た
ちは全力で尽力してまいります。引き続
き、町民の皆様からのご声援、ご支援を
賜りますよう、心よりお願い申し上げ、甚
だ簡単ではございますが議長就任のご
挨拶に代えさせていただきます。
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　議長退任にあたり、一言、お礼のご挨拶を
申し上げます。
　2年前の令和3年7月の臨時議会におきま
して、多くの議員の皆様のご推挙を賜り、名
誉ある南知多町議会議長の要職に就かせて
いただきました。この2年間、歴代の諸先輩
方が議長として築き上げられましたご功績を
汚すことのないよう、私なりに務めて参りまし
た。

　何分行き届かない点も多々、ございました
が、大過なく重責を全うすることができまし
た。これも、多くの町民の皆様の温かい御支
援と励ましの賜物であります。改めまして支
えてくださった全ての関係者の皆様に感謝と
お礼を申し上げる次第でございます。
　この2年間を振り返りますと、円滑な議会
運営を担う緊張感とともに、公務多忙な中で
も充実した日々でありました。コロナ禍の影
響もあって、議会活動を制約される中での議
会運営という貴重な経験もさせていただきま
した。
　今後は、一議員として、この貴重な経験を
活かして、さらなる議会の活性化と、南知多
町の発展のために初心に戻り、真摯に誠実
に邁進して参りますので、変わらぬご指導ご
鞭撻のほど、心よりお願い申し上げまして、退
任に際しての御礼の挨拶といたします。
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　このたびの改選により議員各位にご推挙
いただき、副議長に就任させていただきまし

た。今まさに、その責任の重さをひしひしと痛
感している次第でございます。議会は行政に
対する監視機能をしっかりと果たすことはも
ちろん、住民の皆様の多種、多様なご意見を
地域課題として町民全体の福祉の向上と町
政発展のための政策につなげていくことが
重要であると考えております。副議長として議
長を補佐し、皆様方のお力添えをいただきな
がら、公正かつ円滑なる議会運営と議会のさ
らなる活性化に努めてまいります。今後とも
住民の皆様の温かいご指導をお願い申し上
げ、副議長就任のご挨拶といたします。
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8181
一般会計 歳入

議会費　　　9,538万円（1.2％）
災害復旧費　2,052万円（0.3％） 
労働費　　　　335万円（0.0％）

（　）内は構成比

民生費
24億2,818万円
（29.8％） 

総務費
15億8,539万円
（19.5％）

教育費
7億5,355万円（9.3％）

衛生費
8億6,065万円
（10.6％） 

公債費
6億7,831万円（8.3％） 

農林水産業費
7億4,365万円（9.1％）

消防費
4億6,037万円（5.6％）

商工費
3億1,541万円（3.9％） 

土木費
1億9,444万円（2.4％）

その他　1億1,925万円（1.5％）

固定資産税 10億7,138万円 （12.5%）
町民税 8億8,876万円 （10.4%）
町たばこ税 1億2,925万円 （1.5%）
軽自動車税 7,787万円 （0.9%）
入湯税 1,402万円 （0.2%）

85億5,098万円

一般会計 歳出 81億3,920万円
（　）内は構成比

その他依存財源　1億8,578万円（2.2％） 

地方消費税交付金
4億2,557万円
（5.0％）

地方特例交付金 772万円 （0.1%）
地方譲与税 8,287万円 （1.0%）
法人事業税交付金 4,669万円 （0.6%）
株式等譲渡所得割交付金 1,097万円 （0.1%）
配当割交付金 1,593万円 （0.2%）
環境性能割交付金 1,914万円 （0.2%）
交通安全対策特別交付金 155万円 （0.0%）
利子割交付金 91万円 （0.0%）

その他自主財源
4億3,001万円（5.0％） 

寄附金　　　　　 2億9,153万円（3.4％）
使用料及び手数料　　8,029万円（0.9％）
分担金及び負担金　　1,275万円（0.2％）
財産収入　　　　　   4,544万円（0.5％）

町税　21億8,128万円（25.5％）

自主財源
比率
36.7％
町が自主的に
収入できる
財源

依存財源
比率

63.3％
国や県から
交付等される

財源

諸収入
1億5,779万円
（1.8％）

繰入金
5,206万円
（0.6％）

繰越金
3億2,523万円
（3.8％）

地方交付税
26億385万円
（30.5 ）

町債
1億5,790万円
（1.8％）

国庫支出金
10億8,603万円
（12.7％）

県支出金
9億4,548万円
（11.1％）

会計区分 収入額 支出額

特  別  会  計

国 民 健 康 保 険 ２７億２, ００３万円 ２６億９, ７２１万円
後 期 高 齢 者 医 療 ３億　４４４万円 ３億　１９９万円
介 護 保 険 ２０億７，５０８万円 ２０億　７６９万円
漁業集落排水事業 　１億　１４５万円 　８，５０４万円
師崎港駐車場事業 　１億３, ３５８万円 　１億１, ９０５万円

水道事業会計
（ 収 益 的 収 支 ） ７億　３５２万円 　６億７, ７５７万円
（ 資 本 的 収 支 ） ４, ５７５万円 ２億３，１５６万円

　令和４年度は、公共施設等の利用需要の変化や老朽化等の問題に対し、「南知多町公共
施設等総合管理計画」に基づき総合的な公共施設の整備・適正配置を行うための関連事
業、および新型コロナウイルス感染症対策事業に積極的に取り組みました。
　その結果、令和４年度一般会計の歳入決算額は、85億5,098万円、歳出決算額は81億
3,920万円、歳入歳出差引額は4億1,178万円となりました。前年度と比較すると、歳入では
7億1,723万円の減、歳出は8億378万円の減となりました。歳入歳出ともに昨年度を下回っ
た主な要因は、新型コロナウイルス感染症対策に係る事業と新学校給食センター建設事業
の完了による減少です。

各会計別決算

収入合計　85億5,098万円 支出合計　81億3,920万円
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8181
一般会計 歳入

議会費　　　9,538万円（1.2％）
災害復旧費　2,052万円（0.3％） 
労働費　　　　335万円（0.0％）

（　）内は構成比

民生費
24億2,818万円
（29.8％） 

総務費
15億8,539万円
（19.5％）

教育費
7億5,355万円（9.3％）

衛生費
8億6,065万円
（10.6％） 

公債費
6億7,831万円（8.3％） 

農林水産業費
7億4,365万円（9.1％）

消防費
4億6,037万円（5.6％）

商工費
3億1,541万円（3.9％） 

土木費
1億9,444万円（2.4％）

その他　1億1,925万円（1.5％）

固定資産税 10億7,138万円 （12.5%）
町民税 8億8,876万円 （10.4%）
町たばこ税 1億2,925万円 （1.5%）
軽自動車税 7,787万円 （0.9%）
入湯税 1,402万円 （0.2%）

85億5,098万円

一般会計 歳出 81億3,920万円
（　）内は構成比

その他依存財源　1億8,578万円（2.2％） 

地方消費税交付金
4億2,557万円
（5.0％）

地方特例交付金 772万円 （0.1%）
地方譲与税 8,287万円 （1.0%）
法人事業税交付金 4,669万円 （0.6%）
株式等譲渡所得割交付金 1,097万円 （0.1%）
配当割交付金 1,593万円 （0.2%）
環境性能割交付金 1,914万円 （0.2%）
交通安全対策特別交付金 155万円 （0.0%）
利子割交付金 91万円 （0.0%）

その他自主財源
4億3,001万円（5.0％） 

寄附金　　　　　 2億9,153万円（3.4％）
使用料及び手数料　　8,029万円（0.9％）
分担金及び負担金　　1,275万円（0.2％）
財産収入　　　　　   4,544万円（0.5％）

町税　21億8,128万円（25.5％）

自主財源
比率
36.7％
町が自主的に
収入できる
財源

依存財源
比率

63.3％
国や県から
交付等される

財源

諸収入
1億5,779万円
（1.8％）

繰入金
5,206万円
（0.6％）

繰越金
3億2,523万円
（3.8％）

地方交付税
26億385万円
（30.5 ）

町債
1億5,790万円
（1.8％）

国庫支出金
10億8,603万円
（12.7％）

県支出金
9億4,548万円
（11.1％）

財政を見る

予算のうち、どれくらいを自前の
税収でまかなえているかを表しま
す。
この指数が高いほど財政力が強い
ことを示しています。

人件費など毎年かかる固定費の割
合。数値が低いほど政策的に使え
るお金が多いことになります。

一般会計が負担する借金返済費用
の割合。数値が高いほどほかの事
業にあてる財源を圧迫することに
なります。

財政力指数 0.48
昨年比　0.02 低下 ⬇

経常収支比率 87.5
昨年比　0.1 改善 ⬆

実質公債費比率 5.7
昨年比　0.3 悪化 ⬇

1

2

3

３つのポイント

報告
財政健全化判断比率
すべてクリア

■令和４年度決算に基づく健全化判断比率
　および資金不足比率
健全化判断比率　　　　　　　　　（単位％）

※（　）内は早期健全化基準

実質赤字
比率

連結実質
赤字比率

実質公債費
比率

将来負担
比率

−
（14.84）

−
（19.84）

5.7
（25.0）

53.8
（350.0）

資金不足比率　　　　　　　　　　（単位％）

会計の名称 資金不足比率 経営健全化
基準

漁業集落排水
事業特別会計 − 20.0

水道事業会計 − 20.0

　　　　　　　　　監査委員　竹内　友幸
　　　　　　　　　　　　　　藤井　満久

１適正な予算要求と執行を
計画的な予算計上と積算誤りのないよう
に努め、緊急な災害対応でも可能な限り
補正予算措置を講じること。

２備品の適正な管理を
定期的に数量確認をおこない、適切な管
理に努めること。

３正確かつ確実に
税の賦課事務については正確かつ確実
におこなうこと。

４税の徴収率アップを
更なる徴収率アップに向けて創意工夫
を引き続きお願いする。

監査意見
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令和５年度補正予算
可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

一般会計補正予算（第４号）
※　○は賛成、⃝は反対。前議長（石垣菊蔵）は採決に加わらない。
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令和５年度補正予算
可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

一般会計補正予算（第５号）
その他

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
財産の購入について（海っ子バス（中型バス）１台）
事業契約の締結について（師崎港観光センター周辺整備
運営事業） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

※　○は賛成、⃝は反対。議長（鈴木浩二）は採決に加わらない。
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令和４年度決算
認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○

一般会計歳入歳出決算認定
国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○
後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○
介護保険特別会計歳入歳出決算認定 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○
漁業集落排水事業特別会計歳入歳出決算認定 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

　７月臨時会は７月５日、１日間の会期で開催し、一般会計補正予算（第４号）の１議案
を審議しました。採決の結果は、以下のとおりです。

　８月臨時会は８月２５日、１日間の会期で開催し、一般会計補正予算（第５号）始め５議
案を審議しました。採決の結果は、以下のとおりです。

　９月定例議会は９月６日から１７日間の会期で開催し、令和４年度南知多町一般会計
歳入歳出決算認定始め議案１３件、請願２件、発議１件を審議しました。採決の結果は、
以下のとおりです。

7月臨時会

８月臨時会

9月定例会

みなみちた議会だより 令和5年11月1日 第185号07 06
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師崎港駐車場事業特別会計歳入歳出決算認定 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
水道事業会計決算認定 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

令和５年度補正予算
可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

一般会計補正予算（第６号）
国民健康保険特別会計補正予算（第１号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
介護保険特別会計補正予算（第１号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

条　例
可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○南知多町内海港海岸環境整備施設の設置及び管理に関

する条例の一部を改正する条例について
その他

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
町道路線の廃止について

請　願
採択 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○定数改善計画の早期策定・実施と義務教育費国庫負担

制度の堅持及び拡充を求める請願
「健康保険証廃止の中止を求め、マイナンバーカード取得の
強制に反対する意見書」の提出を求める請願 不採択 ● ● ● ● ● ● ○ ● ● ● ●

発　議
可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○定数改善計画の早期策定・実施と義務教育費国庫負担

制度の堅持及び拡充を求める意見書
※　○は賛成、⃝は反対。議長（鈴木浩二）は採決に加わらない。

反対

賛成

内田 保議員

山本 優作議員

町税の不納欠損、収入未済額の扱いがあ
いまいであり問題がある。滞納整理機構、リ
ニア新幹線、県森林協会への負担金は認めな
い。同一労働・賃金の実現のない会計年度任
用職員のあり方にも問題がある。

新型コロナウイルス感染症やロシアによ
るウクライナ侵攻をきっかけとした物価高騰
などで事業者・住民の生活はまだまだ苦しい
状況だが、地域経済を支える仕組み、住民の
健康を守るための施策に迅速に対応してくれ
たことは高く評価できる。

　
　定

数
改
善
計
画
の
早
期
策
定
・
実
施
と
義
務
教
育
費
国
庫

負
担
制
度
の
堅
持
及
び
拡
充
を
求
め
る
請
願

　
少
人
数
学
級
の
さ
ら
な
る
拡
充
を
含
め
た
定
数
改
善
計
画
の
早
期
実
施

と
、
国
庫
負
担
率
を
２
分
の
１
に
引
き
上
げ
る
こ
と
を
求
め
る
も
の
。

☝
全
会
一
致
で
採
択
し
、
意
見
書
を
関
係
大
臣
に
送
付
し
ま
し
た
。

請 

願
令和４年度一般会計
歳入歳出決算認定
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本
会
議
よ
り
付
託
さ
れ
た
議
案
に
つ
い

て
９
月
12
日
に
文
教
厚
生
委
員
会
、
同
14

日
に
総
務
建
設
委
員
会
を
開
催
し
、
審
議

を
行
い
ま
し
た
。

　
両
委
員
会
で
の
主
な
質
疑
は
次
の
と
お

り
で
す
。

令
和
４
年
度
決
算
認
定

▼
一
般
会
計

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
陽

性
者
お
よ
び
濃
厚
接
触
者
と
な
っ
た
児
童

生
徒
に
つ
い
て
、
欠
食
連
絡
の
間
に
合
わ

な
か
っ
た
分
を
無
償
と
し
た
人
数
は
何
人

か
。

小
中
学
校
あ
わ
せ
て
１
７
５
人
分
で

あ
る
。南

知
多
町
産
の
食
材
は
ど
の
よ
う
な

食
材
で
、
い
く
ら
ぐ
ら
い
の
費
用
が
か

か
っ
た
の
か
。

農
産
物
で
は
、
キ
ャ
ベ
ツ
、
玉
ね
ぎ
、

大
根
、
米
な
ど
で
、
海
産
物
で
は
、
わ
か

め
、
ひ
じ
き
、
し
ら
す
な
ど
で
あ
る
。
金

額
は
、
３
８
４
万
６
３
７
円
で
あ
る
。

ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
会
に
お
い
て
、

学
校
部
活
動
の
地
域
移
行
に
つ
い
て
話
し

合
い
は
行
わ
れ
て
い
る
か
。

８
月
に
開
催
さ
れ
た
第
４
回
ス
ポ
ー

ツ
推
進
委
員
会
で
議
題
と
し
て
上
げ
て
お

り
、
ス
ポ
ー
ツ
推
進
員
と
情
報
の
共
有
を

行
っ
て
い
る
。

Ａ
Ｉ
ド
リ
ル
は
統
合
中
学
校
の
み
導

入
し
た
の
か
。

10
小
中
学
校
全
て
に
導
入
し
た
。

災
害
時
要
配
慮
者
支
援
管
理
シ
ス
テ

ム
に
登
録
さ
れ
て
い
る
要
配
慮
者
は
何
人

か
。

令
和
４
年
４
月
１
日
現
在
、
１
９
７

人
で
あ
る
。

国
民
年
金
の
資
格
取
得
届
出
件
数
が
、

前
年
度
と
比
較
し
て
増
加
し
て
い
る
が
、

要
因
は
何
か
。

入
国
し
た
外
国
人
技
能
実
習
生
が
増

加
し
た
た
め
で
あ
る
。

後
期
高
齢
者
福
祉
医
療
費
の
県
補
助

分
と
町
単
独
分
の
該
当
条
件
は
何
か
。

　
　
県
補
助
分
は
、
障
害
者
手
帳
１
級
か

ら
３
級
、
精
神
保
健
福
祉
手
帳
１
・
２
級

の
方
な
ど
で
あ
る
。
町
単
独
分
は
、
ひ
と

り
暮
ら
し
、
精
神
通
院
の
方
な
ど
で
あ
る
。

紙
お
む
つ
給
付
サ
ー
ビ
ス
の
周
知
は

ど
の
よ
う
に
実
施
し
て
い
る
の
か
。

前
年
度
給
付
者
に
は
個
別
に
通
知
し

て
い
る
ほ
か
、
新
規
対
象
者
に
は
介
護
認

定
結
果
の
お
知
ら
せ
や
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー

を
通
じ
て
周
知
し
て
い
る
。

緊
急
通
報
装
置
の
使
用
料
は
い
く
ら

か
。

１
台
に
つ
き
１
か
月
４
１
８
円
で
あ

る
。

正
規
保
育
士
が
集
ま
ら
な
い
理
由
に

つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

本
町
は
離
島
が
あ
る
た
め
敬
遠
さ
れ

る
傾
向
が
あ
り
、
交
通
等
の
便
の
良
い
と

こ
ろ
に
流
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

合
併
処
理
浄
化
槽
設
置
事
業
費
補
助

金
の
実
績
が
前
年
よ
り
減
っ
て
い
る
が
、

そ
の
要
因
は
補
助
金
額
が
減
っ
た
た
め
か
。

前
年
度
か
ら
補
助
金
額
に
変
更
は
な

い
。
町
広
報
紙
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
周

知
を
行
っ
た
が
、
件
数
が
伸
び
な
か
っ
た
。

現
在
、
金
融
機
関
の
多
く
で
は
、
入

金
等
の
際
に
硬
貨
が
多
量
の
場
合
に
手
数

料
が
必
要
だ
が
、
町
関
係
で
そ
の
手
数
料

は
こ
の
決
算
額
に
含
ま
れ
て
い
る
の
か
。

含
ま
れ
て
い
な
い
。
指
定
金
融
機
関

で
あ
る
知
多
信
用
金
庫
と
協
議
し
、
役
場

内
の
派
出
所
と
町
内
３
支
店
で
町
職
員
が

公
金
を
納
付
す
る
場
合
は
、
減
免
さ
れ
て

い
る
。コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
経
営

相
談
体
制
強
化
事
業
費
に
つ
い
て
、
補
助

額
の
決
定
は
、
相
談
件
数
実
績
に
よ
る
も

の
な
の
か
、
定
額
な
の
か
。

補
助
金
の
対
象
経
費
は
、
相
談
事
務

に
係
る
人
件
費
や
通
信
運
搬
費
な
ど
の
経

費
で
あ
る
。
補
助
上
限
額
を
各
商
工
会
の

会
員
数
に
応
じ
て
定
め
て
お
り
、
各
商
工

会
か
ら
提
出
さ
れ
た
実
績
報
告
書
に
よ
り
、

上
限
額
を
補
助
し
た
も
の
で
あ
る
。

地
域
の
稼
げ
る
看
板
商
品
創
出
事
業

に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
を

行
っ
た
の
か
。

師
崎
地
区
に
お
い
て
、
新
た
な
看
板

商
品
「
崎
っ
ぽ
め
し
」
の
開
発
と
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
を
行
っ
た
。
５
事
業
者
が
参

画
し
、
10
品
目
の
メ
ニ
ュ
ー
開
発
を
行
っ

た
。

ポ
ス
タ
ー
掲
示
場
設
置
・
撤
去
委
託

料
に
つ
い
て
、
参
議
院
議
員
選
挙
の
費
用

が
他
の
選
挙
と
比
較
し
て
高
い
理
由
は
何

か
。

他
の
選
挙
に
比
べ
掲
示
区
画
の
多
い

掲
示
板
を
使
用
し
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で

あ
る
。ふ

る
さ
と
納
税
に
つ
い
て
寄
附
額
の

増
減
を
分
析
し
て
い
る
か
。

寄
附
額
の
増
減
に
つ
い
て
は
分
析
し

委
員
会
審
査
報
告
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て
い
る
。
寄
附
額
５
，
０
０
０
円
の
返
礼

品
が
幅
広
い
世
代
か
ら
求
め
ら
れ
、
寄
附

増
加
に
寄
与
し
た
。

▼
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

国
民
健
康
保
険
税
の
不
納
欠
損
の
人

数
は
何
人
か
。

55
人
で
あ
る
。

▼
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

後
期
高
齢
者
医
療
費
の
窓
口
負
担
割

合
の
人
数
は
そ
れ
ぞ
れ
何
人
か
。

令
和
５
年
３
月
末
現
在
、
１
割
負
担

３
，
０
５
３
人
、
２
割
負
担
４
１
８
人
、

３
割
負
担
１
９
０
人
で
あ
る
。

▼
介
護
保
険
特
別
会
計

介
護
認
定
調
査
は
、
認
定
申
請
１
件

に
対
し
て
何
回
実
施
し
て
い
る
の
か
。

訪
問
調
査
は
１
回
で
あ
る
。

▼
漁
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計

浄
化
セ
ン
タ
ー
か
ら
排
出
さ
れ
る
汚

泥
は
ど
こ
で
処
理
さ
れ
て
い
る
の
か
。
ま

た
、
汚
泥
の
含
水
率
は
ど
の
程
度
な
の
か
。

脱
水
汚
泥
は
、
知
多
南
部
広
域
環
境

セ
ン
タ
ー
に
て
焼
却
処
理
し
て
い
る
。
脱

水
汚
泥
の
含
水
率
は
、
概
ね
85
％
程
度
で

あ
る
。浄

化
セ
ン
タ
ー
か
ら
排
出
さ
れ
る
処

理
水
は
検
査
等
を
行
っ
て
い
る
の
か
。

　
　
浄
化
セ
ン
タ
ー
の
運
転
管
理
委
託
業

者
に
よ
り
、
毎
月
公
的
機
関
に
よ
る
水
質

検
査
を
実
施
し
基
準
値
内
で
あ
る
こ
と
を

確
認
し
て
い
る
。

▼
師
崎
港
駐
車
場
事
業
特
別
会
計

駐
車
場
改
修
工
事
に
つ
い
て
は
、
立

体
駐
車
場
の
２
階
部
分
の
塗
装
修
繕
工
事

を
数
年
に
分
け
て
実
施
し
て
い
る
が
、
今

後
も
定
期
的
な
塗
装
修
繕
工
事
は
行
っ
て

い
く
の
か
。

駐
車
場
事
業
は
今
後
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業

（
民
間
資
金
を
活
用
し
て
公
共
事
業
を
実

施
す
る
手
法
の
一
つ
）
と
し
て
Ｓ
Ｐ
Ｃ

（
特
別
目
的
会
社
）
が
維
持
管
理
を
行
う
。

塗
装
を
含
む
修
繕
工
事
に
つ
い
て
は
、
既

存
の
長
期
修
繕
計
画
の
内
容
を
踏
ま
え
Ｓ

Ｐ
Ｃ
が
改
め
て
長
期
修
繕
計
画
を
策
定
し
、

定
期
的
に
塗
装
修
繕
を
行
っ
て
い
く
。

▼
水
道
事
業
会
計

不
納
欠
損
１
２
０
万
８
３
円
の
内
訳

は
何
か
。

破
産
お
よ
び
行
方
不
明
等
に
よ
り
徴

収
が
不
可
能
と
な
っ
た
法
人
２
件
４
９
万

１
，
１
４
１
円
、
個
人
６
人
分
７
０
万
８
，

９
４
２
円
の
合
計
１
２
０
万
８
３
円
の
水

道
料
金
を
不
納
欠
損
と
し
た
。

建
設
改
良
費
で
３
，
９
３
４
万
８
，

２
１
２
円
の
不
用
額
が
あ
る
が
、
こ
の
不

用
額
で
他
の
工
事
を
実
施
で
き
な
か
っ
た

の
か
。こ

の
不
用
額
の
主
な
も
の
は
、
工
事

の
延
期
に
よ
り
、
そ
れ
に
伴
う
委
託
業
務

も
延
期
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
不
用
額
が
生

じ
た
も
の
で
流
用
は
で
き
な
い
。

補
正
予
算

▼
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
６
号
）

観
光
施
設
災
害
復
旧
工
事
は
、
ど
の

よ
う
な
工
法
に
よ
る
復
旧
工
事
な
の
か
。

ま
た
、
工
期
は
い
つ
か
ら
で
年
度
内
に
工

事
は
完
了
す
る
の
か
。

工
法
は
、
モ
ル
タ
ル
吹
付
工
に
よ
る

の
り
面
保
護
工
で
、
工
期
に
つ
い
て
は
、

10
月
下
旬
か
ら
令
和
６
年
２
月
末
を
予
定

し
て
い
る
。

▼
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正

　
予
算
（
第
１
号
）

産
前
産
後
期
間
減
免
制
度
に
対
応
す

る
た
め
の
シ
ス
テ
ム
改
修
業
務
委
託
料
の

金
額
は
適
当
か
。

シ
ス
テ
ム
開
発
業
者
よ
る
見
積
額
を

計
上
し
て
お
り
、
適
正
な
金
額
で
あ
る
。

▼
介
護
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

　
（
第
１
号
）

基
金
積
立
金
は
、
次
期
介
護
保
険
事

業
計
画
で
事
業
費
に
全
額
充
て
る
の
か
。

　
　
基
金
積
立
金
の
使
途
に
つ
い
て
は
、

次
期
介
護
保
険
事
業
計
画
の
中
で
決
定
す

る
。

条
例

▼
南
知
多
町
内
海
港
海
岸
環
境
整

　
備
施
設
の
設
置
及
び
管
理
に
関

　
す
る
条
例
の
一
部
改
正

条
例
第
４
条
に
お
い
て
海
岸
環
境
整

備
施
設
の
名
称
お
よ
び
位
置
が
示
さ
れ
て

い
る
が
、
指
定
管
理
地
に
周
辺
道
路
は
含

ま
れ
る
か
。

護
岸
よ
り
外
側
の
道
路
施
設
は
含
ま

な
い
。

そ
の
他

▼
町
道
路
線
の
廃
止
に
つ
い
て

廃
止
し
た
町
道
の
管
理
は
町
の
ま
ま

か
。

今
後
は
土
地
所
有
者
の
管
理
と
な
る
。

こ
の
道
路
の
他
に
、
私
有
地
に
認
定

さ
れ
て
い
る
町
道
が
あ
る
か
。

同
様
に
民
地
内
道
路
も
あ
る
。
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一般質問
６人の議員が町政について質問しました。

一般質問は、議員が町行政全般にわたり、
町長を始めとする執行機関に対して

行う質問のことです。

◦ 

石
垣　

菊
蔵
　• 

住
民
の
大
切
な
命
を
守
る
た
め
の
津
波
避
難
場
所
、
避
難
経
路
確
保
の

た
め
の
周
辺
整
備
を

　
　
　
　
　
　• 

ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
に
お
け
る
新
た
な
生
活
支
援
策
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　• 

自
転
車
乗
車
用
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
購
入
補
助
の
実
現
を

◦ 

榎
戸　

陵
友　

• 

積
極
的
に
企
業
や
新
事
業
者
の
誘
致
を

◦ 

内
田　
　

保　

• 

つ
な
が
り
を
育
む
文
化
行
政
を
充
実
さ
せ
る
た
め
に

　
　
　
　
　
　• 

安
心
し
て
産
み
子
育
て
で
き
る
南
知
多
に
す
る
た
め
に

　
　
　
　
　
　• 

安
心
し
て
生
活
で
き
る
防
災
・
交
通
安
全
の
条
件
整
備
を

　
　
　
　
　
　• 

住
民
基
本
台
帳
法
を
守
り
、
個
人
情
報
の
保
護
の
た
め
に

◦ 

吉
原　

一
治　

• 

愛
知
県
水
産
振
興
計
画
と
本
町
の
漁
業
振
興
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　• 
漁
業
を
夢
の
あ
る
産
業
に

◦ 

森　
　

宏
子　

• 
公
共
施
設
の
使
用
と
内
海
観
光
セ
ン
タ
ー
建
築
計
画
に
つ
い
て

◦ 

服
部　

光
男　

• 

水
害
対
策
及
び
避
難
所
対
応
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　• 

本
町
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
現
状
は



石
いし

垣
がき

　菊
きく

蔵
ぞう

 議員

命
を
守
る
た
め
の
津
波
避
難
経
路
の

周
辺
整
備
を

町
道
３
０
２
８
号
線
（
豊
浜
中

洲
大
久
郷
）
の
よ
う
に
、
こ
こ
数
年

の
間
に
落
石
や
小
規
模
な
土
砂
崩
れ

の
発
生
し
て
い
る
津
波
一
次
避
難
場

所
へ
の
避
難
経
路
は
、
ほ
か
に
あ
る

か
。

大
岩
総
務
部
長

　
過
去
５
年
間
に
お
い
て
、
内
海
２

か
所
、
山
海
１
か
所
、
豊
浜
２
か
所
、

片
名
１
か
所
の
合
計
６
か
所
あ
る
。

津
波
一
次
避
難
場
所
へ
の
避
難

経
路
の
定
期
的
な
安
全
確
認
は
ど
の

よ
う
に
し
て
い
る
か
。

大
岩
総
務
部
長

　
各
地
区
の
自
主
防
災
組
織
等
に
お

い
て
、
毎
年
１
回
程
度
の
点
検
を
実

施
し
て
い
る
。

こ
の
避
難
経
路
に
つ
い
て
は
、

過
去
に
も
何
度
か
落
石
が
発
生
し
、

そ
の
都
度
、
町
に
通
報
し
て
い
る
と

聞
く
が
、
こ
の
報
告
・
記
録
は
あ
る

の
か
。
ま
た
、
ど
の
よ
う
に
対
応
し

て
き
た
か
。

滝
本
建
設
経
済
部
長

　
通
報
の
都
度
、
状
況
確
認
や
道
路

上
の
土
砂
除
去
作
業
等
を
行
っ
て
い

る
。
記
録
は
な
い
が
、
以
前
か
ら
中

洲
区
の
要
望
と
し
て
把
握
し
て
い
る
。

避
難
経
路
に
擁
壁
や
落
石
防
止

柵
が
必
要
だ
と
考
え
ら
れ
る
箇
所
は

町
内
に
何
か
所
あ
る
か
。

大
岩
総
務
部
長

　
こ
の
避
難
経
路
を
含
め
４
か
所
あ

り
、
１
か
所
は
、
治
山
工
事
を
着
手
、

残
り
３
か
所
も
愛
知
県
に
対
し
、
対

策
工
事
の
実
施
を
要
望
し
て
い
く
。

こ
の
避
難
経
路
は
、
人
家
も
な

く
、
こ
れ
ま
で
治
山
工
事
の
対
象
と

な
ら
な
か
っ
た
。
今
後
ど
の
よ
う
に

対
応
し
て
い
く
か
。

滝
本
建
設
経
済
部
長

　
こ
れ
ま
で
、
愛
知
県
の
治
山
事
業

は
「
の
り
面
下
に
人
家
が
存
在
す

る
」
な
ど
の
条
件
を
最
優
先
し
て
い

た
。
近
年
、
こ
の
よ
う
な
避
難
経
路

の
箇
所
で
の
安
全
性
確
保
の
た
め
優

先
的
に
実
施
し
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら

県
に
対
し
要
望
し
て
い
く
。

生
活
支
援
施
策
と
し
て
旧
ご
み
袋
の

無
料
配
布
を

美
浜
町
と
武
豊
町
が
旧
可
燃
ご

み
指
定
ご
み
袋
を
配
布
し
て
物
価
高

騰
に
対
す
る
支
援
策
を
実
施
し
た
。

本
町
で
も
可
燃
ご
み
に
対
す
る
町
民

の
意
識
も
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

各
家
庭
に
旧
指
定
ご
み
袋
を
全
戸
配

布
す
る
支
援
の
実
施
が
で
き
な
い
か
。

相
川
厚
生
部
長

　
家
庭
系
ご
み
の
有
料
化
は
、
ご
み

の
処
理
に
か
か
る
手
数
料
を
ご
み
袋

に
賦
課
し
て
負
担
を
お
願
い
す
る
制

度
の
た
め
、
意
識
の
低
下
と
ご
み
減

量
の
動
機
が
薄
れ
る
懸
念
も
あ
り
、

今
の
と
こ
ろ
各
家
庭
に
無
料
配
布
を

行
う
こ
と
は
考
え
て
い
な
い
。
ま
た
、

有
料
の
ご
み
袋
切
り
替
え
時
に
生
じ

た
旧
可
燃
ご
み
袋
の
指
定
ご
み
袋
は
、

今
後
も
地
区
一
斉
清
掃
や
災
害
時
な

ど
で
活
用
し
て
い
く
。

自
転
車
乗
車
用
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
購
入

補
助
実
現
を

知
多
５
市
５
町
で
実
施
し
て
い

な
い
の
は
本
町
だ
け
で
あ
る
。
命
を

守
る
た
め
の
ヘ
ル
メ
ッ
ト
購
入
補
助

制
度
の
導
入
は
で
き
な
い
か
。

大
岩
総
務
部
長

　
愛
知
県
の
補
助
事
業
が
当
初
３
年

間
と
い
う
時
限
的
措
置
で
あ
り
、
こ

の
時
点
で
、
小
中
学
校
で
は
既
に
ヘ

ル
メ
ッ
ト
着
用
指
導
が
な
さ
れ
て
お

り
、
こ
の
期
間
だ
け
の
補
助
は
不
平

等
な
こ
と
か
ら
導
入
を
見
送
っ
た
。

し
か
し
、
令
和
６
年
度
の
導
入
の
検

討
に
際
し
て
は
、
県
が
事
業
を
継
続

し
、
全
年
齢
を
補
助
対
象
と
す
る
な

ど
の
着
用
促
進
効
果
を
考
察
し
、
慎

重
に
検
討
し
て
い
く
。

Q

A

早
急
に
危
険
な
避
難
経
路
の
周
辺
整
備
を

県
に
対
し
法
面
対
策
を
要
望
し
て
い
く

一般質問
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本
町
で
は
企
業
を
誘
致
す
る
こ

と
の
意
義
や
効
果
を
ど
の
様
に
考
え

て
い
る
か
。

大
岩
総
務
部
長

　
企
業
を
誘
致
す
る
こ
と
の
意
義
は
、

地
域
経
済
の
活
性
化
を
図
る
こ
と
が

で
き
、
効
果
は
雇
用
の
創
出
、
人
口

や
税
収
の
増
加
が
期
待
で
き
る
と
考

え
る
。こ

れ
ま
で
の
取
り
組
み
と
近
年

の
実
績
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

大
岩
総
務
部
長

　
企
業
の
誘
致
を
計
画
し
た
こ
と
が

な
い
た
め
、
実
績
は
な
い
。

京
都
府
で
は
、
企
業
立
地
条
例

の
施
行
、
補
助
金
、
税
の
特
例
措
置
、

低
利
融
資
な
ど
の
立
地
支
援
策
を
実

施
し
て
い
る
。
ま
た
、
近
年
で
は
、

物
流
関
連
産
業
特
区
や
映
像
コ
ン
テ

ン
ツ
関
連
特
区
な
ど
も
創
設
さ
れ
た
。

本
町
も
参
考
に
し
、
研
究
す
べ
き
で

は
な
い
か
。

大
岩
総
務
部
長

　
本
町
に
お
い
て
も
、
立
地
し
た
企

業
が
県
の
助
成
金
の
交
付
や
税
制
優

遇
措
置
な
ど
の
支
援
策
を
利
用
す
る

こ
と
が
で
き
る
。
先
進
事
例
を
研
究

し
て
い
く
こ
と
は
重
要
と
考
え
る
。

閉
校
と
な
っ
た
大
井
小
学
校
と

師
崎
中
学
校
の
跡
地
利
用
に
つ
い
て
、

企
業
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
は
あ
っ
た

か
。

鈴
木
教
育
部
長

　
企
業
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
は
、
昨

年
度
３
件
、
今
年
度
３
件
あ
っ
た
。

ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
社
会
に
向
け
て
、

ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
サ
テ
ラ
イ
ト
オ

フ
ィ
ス
な
ど
の
施
設
の
整
備
に
取
り

組
み
、
誘
致
活
動
を
し
て
は
ど
う
か
。

大
岩
総
務
部
長

　
コ
ロ
ナ
が
第
５
類
に
分
類
さ
れ
た

た
め
、
都
市
オ
フ
ィ
ス
へ
の
回
帰
傾

向
が
み
ら
れ
、
新
た
な
施
設
整
備
よ

り
も
需
要
を
見
込
み
、
既
存
イ
ン
フ

ラ
な
ど
を
活
か
す
取
り
組
み
が
必
要

と
な
る
と
考
え
る
。

イ
チ
ゴ
ハ
ウ
ス
の
建
設
を
予
定

し
て
い
る
事
業
者
が
、
そ
の
施
設
へ

の
水
道
給
水
に
多
額
の
工
事
費
用
が

か
か
る
の
で
困
っ
て
い
る
と
聞
い
た
。

本
町
に
は
、
何
か
補
助
制
度
は
な
い

の
か
。
な
け
れ
ば
、
考
慮
す
る
必
要

が
あ
る
と
考
え
る
が
ど
う
か
。
今
後
、

進
出
し
て
来
る
事
業
者
に
も
有
効
活

用
で
き
る
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

滝
本
建
設
経
済
部
長

　
水
道
管
布
設
に
係
る
工
事
費
用
は
、

原
因
者
負
担
に
よ
る
も
の
と
考
え
て

い
る
。
た
だ
し
、
専
用
住
宅
用
配
水

管
を
布
設
す
る
場
合
の
み
、
町
で
負

担
す
る
制
度
が
あ
る
。
よ
っ
て
、
法

人
お
よ
び
営
利
目
的
の
場
合
の
配
水

管
布
設
工
事
に
対
す
る
補
助
制
度
は

な
い
が
、
今
後
、
町
の
企
業
誘
致
に

対
す
る
考
え
方
を
受
け
、
水
道
事
業

に
お
い
て
も
誘
致
促
進
の
た
め
の
補

助
制
度
を
費
用
対
効
果
も
考
慮
し
た

う
え
で
、
検
討
す
る
。

前
美
浜
町
長
の
斎
藤
宏
一
氏
が

あ
る
企
業
を
美
浜
町
に
誘
致
し
た
と

報
道
で
話
題
と
な
っ
た
。
そ
の
会
社

は
、
美
浜
町
と
防
災
協
定
を
結
ぶ
な

ど
地
域
貢
献
も
し
て
い
る
。
町
長
は
、

企
業
誘
致
に
つ
い
て
ど
う
考
え
る
か
、

所
信
を
尋
ね
る
。

石
黒
町
長

　
町
長
就
任
以
降
、
地
場
産
業
の
活

性
化
に
努
め
て
い
る
。
産
業
の
振
興

に
は
、
町
外
企
業
の
進
出
も
重
要
で
、

そ
の
た
め
の
企
業
誘
致
も
必
要
と
考

え
る
。
進
出
企
業
が
既
存
施
設
を
活

用
し
て
、
地
域
貢
献
も
し
て
い
た
だ

け
る
の
で
あ
れ
ば
、
地
域
に
も
利
益

が
あ
り
、
町
お
よ
び
企
業
に
と
っ
て

価
値
の
あ
る
も
の
に
な
る
。
今
後
、

地
元
の
理
解
を
得
な
が
ら
、
既
存
施

設
を
活
用
し
た
企
業
誘
致
に
取
り
組

ん
で
い
く
。

Q

A

積
極
的
に
企
業
や
新
事
業
者
の
誘
致
を

産
業
の
振
興
は
町
外
企
業
の
進
出
も
重
要

一般質問

榎
えの

戸
きど

　陵
りょうすけ

友 議員
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内
うち

田
だ

　保
たもつ

 議員

山
海
ふ
れ
あ
い
会
館
に
あ
る
資
料
の

保
存
・
公
開
を

山
海
ふ
れ
あ
い
会
館
は
売
却
せ

ず
、
郷
土
資
料
館
や
博
物
館
的
機
能

を
も
つ
会
館
と
し
て
整
備
す
る
中
で
、

町
の
貴
重
な
文
化
財
を
整
備
し
、
町

民
に
公
開
し
、
町
民
・
子
ど
も
た
ち

の
財
産
に
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

大
岩
総
務
部
長

　
公
共
施
設
再
配
置
計
画
案
に
お
い

て
山
海
ふ
れ
あ
い
会
館
は
売
却
の
予

定
。
今
後
は
、
歴
史
資
料
は
デ
ジ
タ

ル
化
に
よ
る
公
開
を
検
討
し
、
資
料

は
他
の
場
所
で
保
管
す
る
予
定
で
あ

る
。

学
芸
員
の
資
格
を
持
つ
専
門
の

職
員
を
も
う
１
人
配
置
し
、専
門
的
・

専
任
的
に
今
の
文
化
財
の
総
合
的
保

護
を
具
体
的
に
進
め
る
こ
と
が
必
要

で
は
な
い
か
。

鈴
木
教
育
部
長

　
学
芸
員
の
資
格
を
持
つ
職
員
は
現

在
２
名
い
る
。
職
員
が
文
化
財
保
存

活
用
に
係
る
知
識
や
経
験
を
増
や
し
、

専
門
職
員
に
近
い
存
在
に
な
る
よ
う

に
育
て
て
い
く
こ
と
が
有
効
な
手
段

と
考
え
て
い
る
。

安
心
し
て
産
み
子
育
て
で
き
る

南
知
多
に
す
る
た
め
に　
　

保
育
所
に
お
け
る
お
む
つ
や
お

し
り
ふ
き
を
無
償
提
供
し
、
保
護
者

の
負
担
を
減
ら
す
こ
と
が
必
要
に
思

う
が
ど
う
か
。

相
川
厚
生
部
長

　
お
む
つ
や
お
し
り
ふ
き
は
家
庭
ご

と
の
ニ
ー
ズ
や
好
み
が
違
う
こ
と
か

ら
、
一
律
に
提
供
す
る
こ
と
が
適
し

て
い
る
か
問
題
が
あ
る
。
ま
た
、
保

育
所
を
利
用
し
て
い
な
い
子
ど
も
と

の
平
等
性
に
問
題
が
あ
る
た
め
、
無

償
提
供
は
考
え
て
い
な
い
。

公
立
・
私
立
保
育
料
の
無
償
化

で
、
保
護
者
の
負
担
を
軽
減
し
、
子

育
て
し
や
す
い
町
と
し
て
ア
ピ
ー
ル

し
た
ら
ど
う
か
。

相
川
厚
生
部
長

　
３
〜
５
歳
児
は
す
で
に
無
償
化
と

な
っ
て
い
て
０
〜
２
歳
児
に
つ
い
て

は
、
制
度
の
見
直
し
や
財
政
的
な
課

題
、
入
所
し
て
い
な
い
子
育
て
家
庭

と
の
公
平
性
を
検
討
す
る
必
要
が
あ

る
。
無
償
化
で
需
要
が
増
え
た
場
合
、

保
育
施
設
や
保
育
士
の
確
保
な
ど
、

各
方
面
の
調
整
が
求
め
ら
れ
、
慎
重

な
計
画
が
必
要
で
あ
り
、
無
償
化
は

現
時
点
で
は
考
え
て
い
な
い
。

安
心
し
て
生
活
で
き
る
防
災
の
条
件

整
備
を停

電
の
場
合
、
役
場
と
電
力
会

社
と
の
適
切
な
情
報
共
有
で
、
情
報

周
知
が
不
可
欠
で
あ
る
と
考
え
る
が

ど
う
か
。

大
岩
総
務
部
長

　
中
電
と
災
害
時
の
相
互
連
携
の
協

定
を
締
結
し
停
電
復
旧
や
住
民
へ
の

周
知
を
相
互
協
力
す
る
こ
と
と
し
て

い
る
。
８
月
15
日
の
台
風
７
号
の
際

に
は
、
内
海
・
山
海
・
豊
浜
地
区
の

一
部
で
長
時
間
に
わ
た
る
停
電
が

あ
っ
た
。
町
メ
ー
ル
サ
ー
ビ
ス
お
よ

び
町
防
災
無
線
で
中
電
か
ら
の
情
報

の
住
民
周
知
を
図
っ
た
。

住
民
基
本
台
帳
法
を
守
り
、
個
人
情

報
の
保
護
の
た
め
に

武
豊
町
・
半
田
市
の
よ
う
に
、

名
簿
提
供
を
望
ま
な
い
方
の
名
前
は

町
が
削
除
し
た
後
、
自
衛
隊
に
提
供

す
べ
き
で
は
な
い
か
。

大
岩
総
務
部
長

　
自
衛
官
等
募
集
に
か
か
る
情
報
提

供
だ
け
特
別
に
除
外
申
請
を
受
け
付

け
る
必
要
は
な
い
と
考
え
る
。
し
か

し
な
が
ら
、
自
衛
官
等
募
集
の
案
内

の
送
付
を
希
望
し
な
い
方
へ
の
配
慮

と
し
て
、
町
広
報
お
よ
び
公
式
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
お
い
て
、
希
望
し
な
い

方
は
、
自
衛
隊
に
連
絡
し
て
い
た
だ

く
旨
を
案
内
す
る
。

Q

A

ふ
れ
あ
い
会
館
を
売
却
せ
ず
資
料
館
に

資
料
は
デ
ジ
タ
ル
化
し
、
会
館
は
売
却
予
定

一般質問

▲山海ふれあい会館は売却か？
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愛
知
県
水
産
振
興
計
画
と
町
の
漁
業

振
興
に
つ
い
て

県
の
水
産
振
興
計
画
で
示
さ
れ

て
い
る
栽
培
漁
業
に
つ
い
て
、
ど
の

よ
う
に
強
化
さ
れ
て
い
る
の
か
。

滝
本
建
設
経
済
部
長

　
県
で
は
、
既
存
放
流
魚
種
を
増
産

し
、
昨
年
度
よ
り
放
流
量
を
増
加
し

て
い
る
。ま
た
、栽
培
漁
業
セ
ン
タ
ー

の
施
設
増
強
を
図
り
、
令
和
７
年
度

か
ら
ハ
マ
グ
リ
、
ミ
ル
ク
イ
等
の
新

魚
種
を
生
産
す
る
。

県
の
水
産
振
興
計
画
で
漁
港
施

設
の
整
備
推
進
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
て

い
る
が
、
本
町
で
の
整
備
事
業
は
あ

る
か
。滝

本
建
設
経
済
部
長

　
町
内
の
各
漁
港
に
お
い
て
、
振
興

計
画
に
基
づ
き
、
令
和
３
年
度
よ
り

防
波
堤
、
浮
桟
橋
設
置
な
ど
を
行
っ

て
い
る
。
ま
た
、
日
間
賀
漁
港
、
篠

島
漁
港
で
は
、
製
氷
・
貯
氷
施
設
の

新
設
整
備
に
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

豊
浜
漁
港
内
に
は
活
用
さ
れ
て

い
な
い
石
之
浦
の
埋
立
地
が
あ
る
が
、

こ
の
活
用
の
見
通
し
は
ど
う
か
。

滝
本
建
設
経
済
部
長

　
豊
浜
漁
協
を
始
め
、
商
工
会
や
観

光
協
会
等
と
検
討
会
議
を
重
ね
、
海

や
漁
村
の
地
域
資
源
の
価
値
や
魅
力

を
活
か
し
た
取
組
を
支
援
す
る
国
の

海
業
支
援
を
活
用
す
る
な
ど
、
よ
り

良
い
埋
立
地
活
用
の
方
向
性
を
見
出

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

漁
業
を
夢
の
あ
る
産
業
に

県
内
の
漁
業
の
中
心
地
で
あ
る

本
町
に
漁
業
・
水
産
業
に
夢
を
も
っ

て
取
り
組
む
若
者
を
育
て
る
教
育
機

関
と
し
て
、
水
産
高
校
を
設
置
す
る

こ
と
に
つ
い
て
、
町
は
ど
の
よ
う
に

考
え
る
か
。

滝
本
建
設
経
済
部
長

　
県
内
に
は
、
唯
一
の
水
産
高
校
と

し
て
、
蒲
郡
市
に
県
立
三
谷
水
産
高

等
学
校
が
あ
り
、
卒
業
生
は
地
域
の

水
産
業
界
の
中
心
的
役
割
を
果
た
し

て
い
る
。

　
現
在
、
愛
知
県
で
は
「
県
立
高
等

学
校
教
育
推
進
基
本
計
画
」
の
中
で

水
産
科
部
門
に
お
い
て
は
、
６
次
産

業
化
を
支
え
る
人
材
を
育
成
す
る
た

め
、「
水
産
業
６
次
産
業
化
担
い
手

育
成
事
業
」
を
実
施
し
て
い
る
。
し

か
し
、
県
は
、
新
規
に
水
産
高
校
を

設
置
す
る
計
画
は
な
い
。

　
町
と
し
て
も
、
水
産
高
校
は
水
産

業
に
関
す
る
幅
広
い
知
識
や
技
術
を

学
ぶ
こ
と
が
で
き
、
卒
業
生
は
水
産

業
に
大
き
く
貢
献
す
る
可
能
性
が
あ

る
が
、
現
在
の
計
画
上
で
は
新
規
の

水
産
高
校
の
設
置
予
定
は
な
い
た
め
、

現
段
階
で
は
非
常
に
難
し
い
。

水
産
業
を
目
指
す
若
者
を
育
成

す
る
教
育
機
関
と
研
究
機
関
、
本
町

の
漁
業
者
と
が
協
力
す
る
拠
点
の
整

備
拡
充
等
に
よ
り
新
た
な
展
開
が
、

若
者
へ
の
希
望
と
な
る
と
思
う
が
ど

う
か
。石

黒
町
長

　
海
と
結
び
つ
い
た
漁
業
・
水
産
業

は
本
町
の
根
幹
を
な
す
も
の
で
あ

る
。
若
者
に
時
代
の
変
化
に
対
応
で

き
る
専
門
的
知
識
と
生
き
た
経
験
を

提
供
す
る
場
が
、
必
要
で
あ
る
こ
と

は
理
解
で
き
る
が
、
新
設
高
校
は
非

常
に
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
。
こ
れ
ま
で

本
町
で
は
専
門
的
な
知
識
を
有
す
る

人
材
を
育
て
て
い
く
と
い
う
視
点
は

な
か
っ
た
た
め
、
こ
の
こ
と
も
含
め
、

本
町
の
漁
業
や
水
産
業
を
持
続
的
で

新
た
な
夢
の
あ
る
展
開
へ
ど
う
取
り

組
め
ば
よ
い
か
検
討
し
て
い
く
。

Q

A

水
産
業
を
目
指
す
若
者
の
育
成
拠
点
を

夢
の
あ
る
取
り
組
み
を
検
討
し
て
い
く

一般質問

吉
よし

原
はら

　一
はず

治
はる

 議員

▲日間賀島製氷・貯氷施設▲篠島製氷・貯氷施設
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森
もり

　宏
ひろ

子
こ

 議員

公
共
施
設
の
使
用
に
つ
い
て

山
海
ふ
れ
あ
い
会
館
の
グ
ラ
ウ

ン
ド
内
に
ト
イ
レ
の
設
置
を
検
討
で

き
な
い
か
。
ま
た
は
、
休
館
日
や
管

理
人
不
在
日
で
あ
っ
て
も
、
会
館
内

の
ト
イ
レ
を
利
用
す
る
こ
と
は
で
き

な
い
か
。

鈴
木
教
育
部
長

　
山
海
ふ
れ
あ
い
会
館
は
現
在
検
討

中
の
公
共
施
設
再
配
置
計
画
で
は
、

売
却
に
向
け
検
討
し
て
い
く
こ
と
と

し
て
い
る
た
め
、
ト
イ
レ
の
設
置
な

ど
新
た
な
設
備
投
資
は
考
え
て
い
な

い
。
ま
た
、
ふ
れ
あ
い
会
館
内
の
ト

イ
レ
は
、
利
用
予
約
が
あ
れ
ば
管
理

人
を
駐
在
さ
せ
て
い
る
が
、
月
曜
日

は
休
館
日
の
た
め
ト
イ
レ
は
使
用
で

き
な
い
。

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
等
に
使
用

さ
れ
て
い
る
山
海
ふ
れ
あ
い
会
館
グ

ラ
ウ
ン
ド
は
、
き
れ
い
に
整
備
さ
れ
、

多
額
の
維
持
管
理
費
が
か
か
っ
て
い

る
。
町
の
財
政
を
考
え
る
と
、
受
益

者
負
担
原
則
の
も
と
、
使
用
料
の
徴

収
を
検
討
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

鈴
木
教
育
部
長

　
山
海
ふ
れ
あ
い
会
館
グ
ラ
ウ
ン
ド

だ
け
で
は
な
く
、
公
共
施
設
全
体
に

つ
い
て
、
使
用
料
の
妥
当
性
を
検
証

し
、
見
直
す
検
討
を
始
め
た
い
と
考

え
て
い
る
。

町
公
民
館
内
海
分
館
を
、
い
ろ

い
ろ
な
集
ま
り
で
使
用
す
る
際
、
２

階
の
集
会
室
だ
け
ス
リ
ッ
パ
に
履
き

替
え
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、
靴

履
き
の
ま
ま
で
利
用
で
き
る
よ
う
に

変
更
で
き
な
い
か
。

鈴
木
教
育
部
長

　
集
会
室
は
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
健

康
づ
く
り
へ
の
意
識
向
上
も
あ
り
、

ヨ
ガ
や
フ
ラ
ダ
ン
ス
な
ど
床
に
横
に

な
っ
た
り
、
素
足
の
ま
ま
で
利
用
す

る
機
会
が
増
え
た
た
め
、
快
適
・
衛

生
的
に
利
用
で
き
る
よ
う
砂
等
が
落

ち
る
靴
か
ら
ス
リ
ッ
パ
に
履
き
替
え

て
い
た
だ
く
こ
と
と
し
た
。

内
海
観
光
セ
ン
タ
ー
建
築
計
画
に
つ

い
て

内
海
観
光
セ
ン
タ
ー
は
、
老
朽

化
の
た
め
令
和
４
年
度
に
解
体
さ
れ

た
。
解
体
後
の
千
鳥
ヶ
浜
の
景
色
は

素
晴
ら
し
い
が
、
今
後
の
建
築
計
画

は
ど
の
よ
う
に
進
め
ら
れ
て
い
る
の

か
、
答
え
ら
れ
る
範
囲
で
説
明
を
願

う
。

滝
本
建
設
経
済
部
長

　
令
和
７
年
６
月
供
用
開
始
を
目
指

し
、
本
年
度
は
基
本
設
計
お
よ
び
実

施
設
計
を
行
い
、
令
和
６
年
９
月
か

ら
建
設
工
事
を
行
う
予
定
で
あ
る
。

な
お
、
建
設
に
つ
い
て
は
、
日
本
財

団
の
助
成
事
業
で
あ
る
渚
の
交
番
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
活
用
す
る
予
定
で
あ

り
、
渚
の
交
番
の
趣
旨
に
沿
い
、
通

年
利
用
で
き
る
施
設
と
し
て
の
整
備

や
、
千
鳥
ヶ
浜
の
美
し
い
景
観
に
配

慮
し
た
デ
ザ
イ
ン
と
な
る
よ
う
に
整

備
を
進
め
、
基
本
設
計
を
進
め
る
中

で
地
域
説
明
会
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

等
を
開
催
し
、
円
滑
に
整
備
を
行
う

こ
と
が
で
き
る
よ
う
努
め
る
。

Q

A

公
共
施
設
の
使
用
と
内
海
海
岸
の
今
後

適
正
な
見
直
し
、
配
置
を
行
う

一般質問

▲山海ふれあい会館グラウンドのようす

▲現在の内海観光センター跡地のようす
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線
状
降
水
帯
な
ど
、
大
雨
・
台
風
災

害
に
も
備
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

避
難
方
法
、
避
難
所
開
設
方
法
に
つ

い
て
質
問
し
ま
し
た
。

「
避
難
所
開
設
Ｂ
Ｏ
Ｘ
」
を
、

町
の
自
主
防
災
組
織
で
紹
介
お
よ
び

各
避
難
所
で
の
ツ
ー
ル
と
し
て
取
り

入
れ
て
も
ら
い
た
い
。

大
岩
総
務
部
長

　
今
年
度
の
防
災
リ
ー
ダ
ー
養
成
講

座
を
10
月
に
実
施
し
、
そ
の
中
の
一

例
と
し
て
、
検
討
を
行
い
、
そ
の
後

11
月
に
南
知
多
中
学
校
で
実
施
す
る

避
難
所
運
営
訓
練
で
検
討
結
果
を
実

証
し
て
い
く
。
そ
の
後
、
各
地
区
に

向
け
て
「
避
難
所
開
設
Ｂ
Ｏ
Ｘ
」
の

よ
う
に
、
誰
で
も
開
設
で
き
る
マ

ニ
ュ
ア
ル
や
ツ
ー
ル
の
整
備
に
向
け

て
地
域
を
中
心
に
取
組
み
を
進
め
て

行
き
た
い
。

災
害
時
の
「
車
中
泊
避
難
」
が

増
加
し
て
い
る
。
今
後
本
町
で
も
実

際
の
訓
練
を
実
施
す
べ
き
と
考
え
る

が
ど
う
か
。

大
岩
総
務
部
長

　
平
成
28
年
の
熊
本
地
震
で
は
避
難

し
た
人
の
約
７
割
が
車
中
泊
避
難
を

選
択
し
て
お
り
、
コ
ロ
ナ
禍
で
の
避

難
で
は
全
国
で
も
車
中
泊
避
難
の
需

要
が
高
ま
っ
て
い
る
。
今
後
の
避
難

所
運
営
訓
練
の
中
で
、
車
中
泊
訓
練

実
施
に
向
け
て
検
討
を
進
め
て
い
き

た
い
。内

海
防
災
セ
ン
タ
ー
裏
山
の
安

全
対
策
工
事
も
終
了
し
た
。
今
後
避

難
所
と
し
て
使
用
可
能
な
時
期
と
、

併
せ
て
町
民
会
館
の
駐
車
場
お
よ
び

周
辺
に
あ
る
門
扉
、
塀
の
整
備
は
い

つ
頃
に
な
る
の
か
。

大
岩
総
務
部
長

　
裏
山
の
斜
面
工
事
の
完
了
に
伴
い
、

愛
知
県
は
土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域

の
指
定
解
除
を
実
施
す
る
予
定
で
あ

り
内
海
防
災
セ
ン
タ
ー
を
新
た
な
風

水
害
時
の
避
難
所
と
し
て
い
く
。
町

民
会
館
の
駐
車
場
舗
装
や
フ
ェ
ン
ス

設
置
等
に
つ
い
て
は
、
防
災
・
減
災

施
設
整
備
事
業
と
し
て
、
財
源
の
手

立
て
も
含
め
検
討
し
て
い
る
の
で
実

施
の
時
期
に
つ
い
て
は
、
ま
だ
明
言

で
き
な
い
。

内
海
川
中
橋
の
架
け
替
え
を
含

む
河
川
拡
幅
改
修
工
事
の
進
捗
状
況

は
。

滝
本
建
設
経
済
部
長

　
拡
幅
お
よ
び
か
さ
上
げ
に
対
し
、

影
響
を
受
け
る
近
隣
住
民
の
皆
さ
ん

の
同
意
が
必
要
で
、
地
域
の
理
解
を

得
た
う
え
で
、
中
橋
付
近
の
河
川
改

修
工
事
の
実
施
を
目
指
し
た
い
。

内
海
の
太
陽
光
開
発
事
業
者
が

貯
水
池
の
設
置
を
住
民
説
明
会
で
約

束
し
た
が
、
現
在
お
よ
び
今
後
の
貯

水
池
の
設
置
に
つ
い
て
の
状
況
お
よ

び
県
と
町
で
の
代
替
設
置
は
で
き
な

い
か
。滝

本
建
設
経
済
部
長

　
事
業
者
が
自
主
的
に
計
画
さ
れ

た
貯
水
池
で
あ
る
た
め
、
町
な
ど

が
代
わ
っ
て 

貯
水
池
を
整
備
す

る
考
え
は
な
い
。
し
か
し
、
事
業

者
説
明
会
で
設
置
を
明
言
し
て
い

る
の
で
、
今
後
、
町
か
ら
も
要
求
は

し
て
い
く
が
、
法
的
な
指
導
は
で
き

な
い
た
め
、
動
向
を
注
視
す
る
に
と

ど
ま
っ
て
い
る
。

本
町
の
災
害
対
策
と
し
て
保
険

等
に
加
入
し
て
い
る
の
か
。
そ
の
場

合
の
保
険
の
種
類
と
適
用
例
を
教
え

て
ほ
し
い
。

大
岩
総
務
部
長

　
本
町
で
は
、
地
震
、
火
災
、
水
災

な
ど
の
災
害
に
対
し
、
一
般
財
団
法

人
全
国
自
治
協
会
の
「
建
物
災
害
共

済
」
に
加
入
し
て
い
る
。
適
用
例
と

し
て
、
平
成
30
年
９
月
の
台
風
24
号

に
よ
り
篠
島
防
災
セ
ン
タ
ー
の
非
常

用
発
電
機
等
が
被
害
を
受
け
、
損
害

額
約
４
４
３
万
円
に
対
し
半
額
の

２
２
１
万
円
余
り
が
支
払
わ
れ
て
い

る
。

Q

A

避
難
所
開
設
Ｂ
Ｏ
Ｘ
ツ
ー
ル
の
採
用
を

今
後
の
訓
練
で
実
証
し
て
い
き
た
い

一般質問

服
はっ

部
とり

　光
みつ

男
お

 議員

▲避難所開設ＢＯＸとは
避難所の開設に必要な資機材を収
納したもので、避難の開設手順を明
確化し少人数でも迅速かつ的確な行
動ができるようにしたもの。　　
画像提供：豊橋市防災危機管理課

みなみちた議会だより 令和5年11月1日 第185号17 16



誰のため、何のために
「なに」を伝えるかを再確認！

ごみ焼却施設の解体は
知多南部地域２市３町の課題

　愛知県町村議会議長会主催の広報研修会に、
議会広報特別委員会委員３名が参加しました。
この研修によって議会広報の意義や目的、役割
を再認識し、開かれた議会として「民意の反映
と意思決定の過程」をより分かりやすく、親し
みのある議会広報として議会の議事の情報共有
を行うことを目指します。

　知多南部地域２市３町（半田市、常滑市、南知多町、美浜町および武豊町）で組織す
る知多南部広域環境組合ごみ焼却施設「ゆめくりん」の供用開始に伴い、知多南部地区
内の３焼却施設（半田市リサイクルセンター、クリーンセンター常武および知多南部ク
リーンセンターのごみ焼却施設）は解体されることとなります。このため知多南部地域
の議員７０名が共通の課題となっているごみ焼却施設の解体の手順と解体に関連する環
境基準等を学びました。焼却施設の解体ということもあり、特に毒性の強いダイオキシ
ン類のばく露対策について多くの質疑が交わされました。

８月９日（水）　アイリス愛知

７月２１日（金）　知多南部クリーンセンター

▲�施設解体が進む知多南部クリーンセンター焼却施設

▲�県内の町村議会広報委員が熱心に受講しました。

▲�環境基準を守ることが安全・安心につながります。

議会広報
特別委員会

知多南部議員
交流会

行政視察
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ミニバスケットボール大会優勝おめでとうございます。 
　８月２６日（土）に南知多町スポーツ協会主催の第３１回 南知多町ミニバスケットボール
大会が総合体育館で開催され、豊浜ミニバスケットボールクラブ「ひまわり」が優勝しました。
この大会は、ミニバスケットボールを通じて仲間が交流し、児童の体力づくりと健全育成を目
的としています。少子化の進む本町ですが、児童・生徒のスポーツ活動を町議会議員一
同、これからも応援していきます。

豊浜ミニバスケットボールクラブ「ひまわり」の皆さん

表紙の説明

▲内海駅で乗客を待つ海っ子バス ▲海岸線を走る海っ子バス 
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９月定例会の会議録は、11月中旬ごろ町公式ホームページに掲載する予定です。
※都合により変更となる場合があります。

ケーブルテレビ（CCNC）放映日
【121CH】

12月17日（日） 10：00
12月18日（月） 22：00

12月６日(水)

12月７日(木)

12月12日(火)

12月14日(木)

12月20日(水)

本会議（初日）

一般質問（二日目）

文教厚生委員会

総務建設委員会

本会議（最終日）
ホームページQRコード

マチイロQRコード
広報誌アプリ

185
第

号

12月定例会の開催予定 ※議会の日程は、町ホームページでもご覧いただけます。
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